
サイエンスツアーin東京 プログレス探究 A Global Engagement 

１組 水口さん ２組 竹山さん ３組 山上さん 

４組 川嶋さん ５組 河﨑さん ６組 稲生さん 

質問もたくさん出ました ビブリオバトルの投票です ピロティで発表を聞きます 

第３回祥雲探究祭が行われました 

 ９月２９日に第３回祥雲探究祭が行われました。「研究を楽

しむ１日～伝えよう 考えよう 語り合おう～」をテーマに、

全年次で探究活動に向き合った一日でした。第１・３部の３年

次の課題研究発表は、どれも大変興味深く、１年次のみなさん

は先輩方の探究のレベルの高さに少し圧倒された様子でした

ね。２年後みなさんがどのような発表をするのか楽しみです。 

 第２部は１年次による活動発表とビブリオバトルでした。サ

イエンスツアーin 東京、Global Engagement（国際交流）の発

表では、夏季休業中に参加した各プログラムで学んだことや大

変だったことなど、写真（スライド）を使って話してくれまし

た。プログレス探究 A の発表では、前期で活動した内容を自分

たちの言葉でわかりやすく説明してくれました。 

 ビブリオバトルでは、各クラスの代表がおすすめ本を熱く紹

介してくれました。原稿を一切見ずに堂々と発表する姿に、「同

級生がここまでの発表をすることができるのか」と驚いた人も

たくさんいたことでしょう。優勝は、『ツナグ』を紹介してくれ

た、５組の河﨑音色さんでした。おめでとうございます！ 

１組 木村 遥香 

私が探究祭で学んだこと。それは、最初に持っていた疑問を

解決して満足しないこと。第１部の３年次課題研究口頭発表で、

「エックスジャイロ～口径と飛距離の関係性～」を聞いてそう

思いました。最初持っていた疑問は誰でも思いつくものだけど、

その疑問を増やして探究を深めていくことで、誰もしていない

発見ができるかもしれない。実際、私もこの発表を聞いて新し

い発見ができました。この学びを生かして、これからの探究を

もっと深めていきたいです。 

２組 鵜川 優菜 

 私がこの探究祭で特に印象に残ったのは、ポスターセッショ

ンです。一人で行動したので、自分が興味のある所を回ること

ができました。特に良かったのは、情報工学の学習支援ｗeb サ

イトの研究です。元々その分野に興味があり、実用化されてほ

しいという理由もありますが、何より発表していた先輩が、そ

の分野が好きでその研究をしていると感じたからです。その先

輩は、私が情報工学に興味があると伝えると、発表後に声をか

けてくれました。先輩の発表のおかげで改めて私はこの分野に

興味があると気づきました。まだ決めていませんが、引き継ぎ

たいと思える研究内容でした。私は探究祭を経て、自分の「好

き」を見つけようと思うことができました。 

３組 上野 紘奈 

 今回の探究祭を通して、物事を追究することの難しさを感じ

ました。なぜ私がそう思ったかというと、物事を追究するとい

うことは、何もないところから疑問を出し、それを形にしなけ

ればならないからです。例えば、私たちが行っている探究では、

班ごとに発表に向け活動していますが、私の班はテーマを決め

るだけで精一杯でした。そのような中、テーマを決め、結論を

出し、考察までされていた先輩方は本当に素晴らしいと思いま

す。私も今のうちから追究する力をつけたいです。 

４組 藤内 琥太郎 

 祥雲館で探究することは大切だと考えます。なぜなら、探究

をしていくことで興味のなかったものに出会えたり、興味のあ

るものについてさらに深く学んでいくことができるからです。

例えば、普段使っているインターネットよりも、あえて本や先

生に聞いてみることによってインターネットでは知ることが

できなかった情報を細かく知ることができます。祥雲館での探

究活動を一生懸命取り組み、様々なところで活躍できる人材に

なりたいです。 

５組 橋本 陽菜 

 先輩たちのいろいろな発表を聞き、発表するときの目線や話

し方が勉強になりました。今まで自分が発表するという経験を

したことがなかったので、準備をしている段階からものすごく

不安でしたが、やりとげることができ本当によかったです。も

し、また発表できる機会に恵まれたら、今回発表でできなかっ

たことをできるようにし、頑張ってみたいと思います。 

６組 魚崎 健太 

 僕は今回の探究祭で、探究した「その先」が大事だというこ

とを学びました。発表された先輩が、「ただ研究するだけだと内

容が薄すぎた。」と１・２年次にアドバイスをされていました。

実際に、研究したことを生かして何かしらの行動を起こしてい

た班の発表は、探究した「その先」を知ることができ、特にお

もしろかったです。まだ、本格的な探究は始まっていませんが、

２年次、３年次になって何かを研究するときは、探究したこと

をどう生かすかを大切にしていきたいです。 
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体育大会お疲れさまでした 

 

 

 

 

  

１組 片山 欧亮 

 高校初めての体育大会でした。コロナや天候などが不安でし

たが、当日は天気が良く予定通り開催できてよかったです。各

クラス旗が集まり、緊張感が高まりました。惜しくも１組は決

勝に行くことができませんでしたが、悔しさをバネにして、今

後の行事にも全力で取り組みたいです。 

 

２組 兼松 花道 

 体育大会は練習時間がほとんどなく、上手くいくか心配でし

た。大繩は、練習ではほとんど跳べなかったけど、本番はみん

なが一丸となって５０回以上跳べてよか

ったです。クラスのみんなで協力して、

たくさんの競技を楽しめて、さらにクラ

スの絆が深まったと思います。 

 

３組 片山 凱斗 

  私たち１年３組は、惜しくも入賞を逃してしまいましたが、

３組の皆が選手を全員で応援しているところを見て、クラスが

一つになっていると感じ、クラスの団結力がより深まった気が

しました。私にとって、クラスの最高の思い出になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４組 辰巳 咲帆 

 曇り空の下で、肌寒さを感じながら行われた体育大会は長い

ようであっという間に終わってしまいました。その中でも特に

印象に残っているのは、リレーの応援です。男女ともにリレー

の決勝で１位をとった時のクラスは、同じ感情を共有し、より

団結力が強まったと思います。 

 

５組 仏淵 遥 

 みなさん、体育大会お疲れさまでした。１０月５日は思い出

に残る１日となりました。先輩の力に圧倒されて勝利を掴むの

は難しかったですが、クラスのために頑張る、クラスのために

応援するという楽しい雰囲気がすごくいいなと感じました。 

 

６組 市原 槙人 

 大繩や玉入れの結果は、文化祭や日々の生活で培ったクラス

の絆を十分発揮して、ついてきたものでは

ないかと思います。大きな行事はこれで終

わってしまったけど、後期も引き続きクラ

ス全員で頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天気が心配されましたが、無事予定通りに体育大会が行われました。前日から、多くの２１回生のみなさんが準備に携わ

り、当日も体育大会の運営をしてくれました。本当にお疲れさまでした。 

 競技では、２・３年次の迫力に圧倒されることもありましたが、１年次らしく一生懸命走ったり、競技に参加したり、応援

したりする姿を見て、とても微笑ましかったです。来年は、２１回生から優勝クラスが出るでしょうか？！ 

 

綱  引  き 

玉  入  れ 

クラスメイトを応援 

運営・片付けお疲れさまでした 

棒  引  き 

リ  レ  ー 

大  縄  跳  び 

先生たちも頑張りました 

Photo Gallery in Sports Festival 

 



 

英語暗誦大会優勝＆第３位 

 １０月１日（土）に丹有地区スピーチコンテストと英語暗誦

大会が県立有馬高校で行われました。２１回生からは、１組の

清水優紀さん、５組の神尾和都さんが暗誦大会に参加し、神尾

さんが優勝、清水さんが３位になりました。２人とも、夏休み

前に大会への出場を決め、９月から本格的に練習を始めました。

ほぼ毎日、昼休みの「しゃべタイム」や放課後に ALT と練習

をし、練習開始の頃からは見違えるほど流ちょうに話すことが

できるようになりました。また、英語だけでなく表現力もすば

らしく、２人の英語暗誦に対する姿勢と成長には本当に感心し

ました。 

 来年は、２１回生のみなさんの中からスピーチコンテストに

参加してくれる人が出てくれることを期待しています！ 

 

 

 

 

 

 

読書感想文コンクール 

 夏休みに書いてもらった読書感想文。校内コンクールにおい

て、以下の人たちが入賞しました。おめでとうございます。 

 

 優秀賞 １組 百津 かな  ５組 峯山 こころ 

 入選  ５組 高松 志帆  

 佳作  １組 清水 優紀  ２組 中島 有香子 

     ４組 嘉土 直祐 

 

 また、峯山こころさんの作品は「令和４年度読書感想文コン

クール 丹有高校支部審査会」において、

優秀賞を受賞しています。峯山さん、お

めでとうございます。 

 

もうすぐ１０月考査です 

 １０月１８日（火）から１０月考査が始まります。高校に入

ってから２回定期考査がありましたが、今まで以上に授業内容

が難しくなり、考査に向けての準備も念入りにしていかなけれ

ばなりません。前回よりも１点でも高い点数をとろう、１つで

も順位を上げようなど、どんなに小さな目標でも構いません。

妥協することなく全力で取り組みまし

ょう。目指せ全教科８割以上、目指せ

iDEA シールゲット！！ 

 

【考査日程】 

校

時 

18 日

（火） 

19 日

（水） 

20 日

（木） 

21 日

（金） 

１ 物理基礎 歴史総合 家庭基礎 数学 A 

２ 現代の国語 数学Ⅰ 言語文化 生物基礎 

３ 論・表Ⅰ 英コミュⅠ 情報Ⅰ 年次集会 

 

活躍する同級生を見て・・・ 

 今回の通信では、探究祭での発表や英語暗誦大会、読書感

想文など２１回生の活躍をたくさん紹介することができまし

た。みなさんは、同級生の活躍を見て、どのように感じてい

ますか。教室で一緒に授業を受けているクラスメイトが、実

は様々な活動に参加し、知識や経験の幅を広げているのを見

て、「焦り」のようなものを感じている人。あなたは今、変化

するチャンスが来ているのかもしれません。毎日の授業や部

活動を精一杯頑張るのももちろん大事なことです。しかし、

せっかく祥雲館に入ってきたのに、それだけで高校生活を終

えてしまっていいのでしょうか。祥雲館には学校内外で学び 

の場があります。このような恵まれた環境にいるにも関わら

ず、何一つプログラムや発表会に参加せずに卒業するのはも

ったいないと思いませんか。同級生の活躍を見て焦ったり、

うらやましく思ったりするということは、自分も何かに挑戦

したいと思っている証拠です。勉強が忙しいから、部活動の

休みがないからと言い訳ばかりを並べるのではなく、とりあ

えず１歩踏みだして、参加してみませんか。 

まずは、教室掲示してある科学のイベント案内を見てみま

しょう。面白そうなものがありますよ！ 

 

１０月後半の予定 

11 日(火)~26 日(水) 科目選択本登録（これ以後の変更不可） 

15 日(土) 学習マラソン 

18 日(火)~21 日(金) 10 月考査 

28 日(金) 難関大説明会 

 

１１月の予定 

1 日(火)  全校集会 

2 日(水)  人権教育講演会 

5 日(土) 総合学力テスト 

12 日(土) オープンハイスクール（月曜日の時間割） 

14 日(月) 代休 

18 日(金) 創立記念芸術鑑賞会 

26 日(土) プログレス探究 A 

 

保護者の皆様へ 

 1 年次後期が始まり、2 週間が経ちました。ご家庭でのお子

様の様子はいかがでしょうか。高校生活にもようやく慣れてき

て、良くも悪くも余裕が出てきたように感じられます。日々の

課題や予習・復習を効率的にできるようになった生徒がいる一

方で、小テストへの取り組みがいい加減になったり、課題の解

答を写すだけになったりと、取り組み方に差が出てきたことを 

心配しています。「環境が人をつくる」と言います。２１回生が

「当たり前のことを当たり前にできる」環境で高校生活を送る

ことができるよう、年次団で最善を尽くしていますが、中には

周りと同じペースで進むことに不安を感じている生徒もいる

ように思います。保護者の皆様がご覧になって、学校生活や課

題のことなどでご心配なことがあれば、遠慮なく学校に連絡を

していただけたらと思います。 


